最後の日
裁きと義認
ヨエル書 3
ヨエル書は、荒廃（第1章）から警告（第2章）へ、そして回復と霊的刷新（ヨエル書 2:18-32）へと展開します。ここで第3章において、預言者はそのメッセージを最終的かつ頂点となる結論へと導きます。それは、究極的な裁きと正当性の証明の日としての主の日です。
局地的な災害（いなごの災害）として始まったことが、今やはるかに大きな現実の一部、すなわち神がすべての国々に対して行う最後の清算であることが明らかにされます。ヨエルは、読者の視線を差し迫った危機から永遠の正義へと引き上げます。
この最後の章は、重要な問いに答えます。神がご自分の民を回復されるなら、神に敵対する者たちはどうなるのでしょうか。
1. 神は裁きのために諸国民を集められる
ヨエル書は印象的なイメージで始まります：
¹ 主はこう告げます。
「ユダとエルサレムの繁栄を回復させるその時、 
² わたしは世界の軍隊を 
『主がさばきを行う谷』に集めて罰する。
彼らはわたしの民を傷つけ、
わたしの相続財産を諸国の中に散らし、
わたしの地を分割したからだ。
- ヨエル書 3:1-2
ヨシャファトという名前は「主は裁かれる」という意味です。この谷は地理的な場所というよりも象徴的なもの、すなわち神が最終的な判決を下される場所を表している可能性が高いです。
諸国に対する告発は明らかです。彼らは神の民を散らし、神の土地を分割し、彼らを搾取して奴隷にし、人の命を軽んじました。神は不正に無関心ではありません。諸国が行うことは、神にとって深く重要です。歴史は責任を問われる時へと向かっています。
2. 神の正義の原則
ヨエルは、神の裁きが公正であり、慎重に量られたものであることを強調しています。
⁶ ユダとエルサレムの民をギリシヤ人に売り、ギリシヤ人は遠い祖国に彼らを連れて行った。 ⁷ だがわたしは、おまえたちが売り飛ばしたすべての場所から、彼らを連れ戻す。そして、おまえたちがしたこと全部に報いる。
- ヨエル書 3:6-7
原則は単純です。人は自分が蒔いたものを刈り取ります。裁きは復讐ではなく、正しい矯正です。
3. 決断の谷
谷は、人、また人で埋まっている。 
運命の判決が下るのを待っているのだ。
さばきの谷で主の日が近づいているからだ。
- ヨエル書 3:14
ここは人々が決める場所ではありません――神が決める場所です。あらゆる曖昧さが終わり、真理が明らかにされる日があります。
4. 宇宙のしるしと神の力
「太陽と月は暗くなり......主はシオンからほえる......」(ヨエル書 3:15-16) 被造物そのものが神の臨在に応答します。「主は御自分の民の避け所である......」(ヨエル書 3:16) ある人々にとって、この日は恐怖です。他の人々にとっては、安全です。
5. 神の民の正当性の証明と回復
「そのとき、あなたがたは、わたしがあなたがたの神、主であることを知るようになる......」(ヨエル書 3:17) 神はご自分の民の正しさを証明し、彼らを回復されます。神は最終的に、すべてを正しく整えられます。
6. 永遠の視点
「しかし、ユダの手紙は永遠に住み続ける......」(ヨエル書 3:20-21) 最後の注記は破壊ではなく、臨在である。主はシオンに住まわれる。
なぜこれが重要なのか
ヨエル書3章は、歴史が、神がすべての人々を正義と真理によって裁かれる時へと向かっていることを私たちに思い起こさせます。神は裁き主であるだけではなく、避け所でもあられます。神に属する者たちは、神がご自分の民の正しさを明らかにしてくださることを知っているので、確信をもってこの日を迎えます。
